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■病院について
“愛と希望と信頼の医療を職員協同

で提供し、地域に貢献する”を理念に
掲げ、急性期医療から回復期医療、そ
して在宅医療との連携まで、切れ目の
ない医療活動を展開しております。

当院は2015 年、在宅で療養されて
いる重度の脳損傷、脊髄損傷の方を受
け入れる『短期入院協力病院』に指定
され、さらに2022年度からは、意欲
的にリハビリを提供する協力病院であ
る『重点支援病院』に指定されました。

急性期後に集中的に治療、リハビリ
を行う患者様、在宅で長期療養をされ
ている患者様の両方に対応できる、北
陸信越で唯一の病院です。

■在宅療養について
長期間の在宅療養は、ご本人や日々

介護されるご家族にとってご負担の大
きいものです。当院の短期入院をご利
用いただいて、ほっと一息つく時間を
お過ごしください。そして、それまで
の生活やケアをともに見直し、整える
機会として使ってください。

■診療について
整形外科、リハビリテーション科を

含む全17の診療科があります。手術が
できる整形外科から、リハビリ、緩和
ケアまで対応しております。

さらに、ご自宅への訪問サービスと
して訪問看護ステーション、訪問リハ
ビリテーション事業所も併設しており、
幅広い専門性を持つスタッフが揃って
います。当院で対応できない診療科の
治療が必要になった場合は、市内の多
くの専門病院等と十分な連携体制をと
って対応しますので、ご安心ください。
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■短期入院について
ご自宅で受けているケアをなるべく

継続できるようにいたします。その上
で、入院中だからこそできる専門性の
高いケアとリハビリを提供いたします。
ご本人とご家族の双方に良い時間を

過ごしていただけるよう、それぞれの
ご心配やご希望をしっかり伺った上で
ご支援させていただきます。

■リハビリについて
チーム医療を基盤としたリハビリに

力を入れています。ご本人の潜在能力
を適切に引き出せるようお手伝いさせ
ていただきます。日常生活に必要な動
作の獲得、自立、社会復帰に向けてで
きることを一緒に考えさせてください。

脳血管等リハ、心大血管リハ、運動
器リハ、呼吸器リハなど、状態に合わ
せて実施します。最先端のリハビリ機
器を用意しています。ボツリヌス療法
も実施可能です。

［［療療養養機機器器のの例例］］
〇手指運動リハビリテーションシステ
ム（MELTz）
手指麻痺患者の手指のニューロリハビ
リテーションをサポートする装置。手
指運動リハビリテーションの効果的な
実施を支援します。
〇上肢動作の補助装具
（ポータブルスプリングバランサー）
装着することで腕の重さを限りなくゼ
ロに近づけ、わずかな力でも自ら腕を
動かすことを可能にします。
〇免荷式歩行器（免荷式歩行リフト
POPO）
自身の体重を免荷しながら使用できる
歩行器。歩行訓練時の負担が軽くなり、
訓練時の転倒リスクも低いです。
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病院の概観
写真

■ 所在地：
石川県金沢市赤土町ニ13-6
■ 診療科：
総合内科、循環器内科、呼吸器内科、
腎臓内科、糖尿・内分泌科、消化器
内科、外科、整形外科、泌尿器科、
眼科、リハビリテーション科、リウ
マチ科、放射線科、麻酔科、心血管
外科、脳神経外科、皮膚科
■ 病床：
一般病棟 260床
■ 短期入院対象者：
脳損傷（特Ⅰ種、Ⅰ種、Ⅱ種）、
脊髄損傷（特Ⅰ種、Ⅰ種、Ⅱ種）
■ 問合先：
076-266-1060（代表）
医療福祉相談室で、ご相談をお受け
いたします。

石石川川県県済済生生会会金金沢沢病病院院
リハビリテーション部医師
リハビリテーション部理学療法士
医療ソーシャルワーカー

患者様もご家族も私たちも、それぞれ
が社会の一員です。それぞれの心地よ
い社会生活のために、できることを一
緒に考えましょう！皆様からのご相談、
ご連絡をお待ちしています。

利利用用者者ごご家家族族のの声声（（石石川川県県在在住住N様様））
12年ほど前から、年３回、短期入院で利

用しています。金沢病院さんは、医師と医
療スタッフの連携が素晴らしく、毎回、短期
入院での目標とそれに応じたリハビリ計画
が策定され、計画に沿って充実した治療や
リハビリが行われます。リハビリ計画は入
院時のみのものに限らず、在宅時のリハ
ビリメニューも作ってくださるので、訪問リ
ハ等の事業者とも共有して日常のリハビリ
にも役立てています。

治療ではボトックス注射を受けています
が、入院のメリットを活かし集中的に治療
を受けることで、持続効果も通常より長く
続くように感じています。
また、リハビリではMELTzを使った機能

訓練にも取り組んでいます。本人は元々
機械工学を学んでいたこともあり、機械類
を操作するのが好きでしたが、リハビリで
パソコン操作も少しずつできるようになりま
した。日ごろ自宅ではサービスの利用等で
スケジュールが過密ですが、短期入院時
はゆっくり過ごすことができ、このように好
きなものに触れることもできるので、本人
のリフレッシュにもなっているようです。家
族としても用事を一度に済ませることがで
きるので短期入院制度はありがたいです。

金沢病院さんには専門知識を持った素
晴らしいスタッフさんがたくさんいます。自
宅での介護のコツや、役立つ介護用品を
教えてくれたりするので、短期入院の利用
により自宅での過ごし方も充実したものに
なっています。ぜひ安心して多くの方に利
用して貰いたいです。

MELTzを使ったリハビリの様子
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